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穿孔亜目アザミウマ科雄には２つのタイプの分泌器
官、す な わ ち 腹 板 腺（sternalglands）と 腹 板 刺 毛

（sternaldiscalsetae）が知られている。このうち腹板腺
については、これまでに５属７種の微細構造が記載さ
れ、その構造的特徴が明らかにされている（Bode,１９７８;
SudoandTsutsumi,２００２;下谷・塘，２００５,２００６;輿石，
２００７）。腹板腺は多数の腺細胞からなり、それらの細胞
質内には大量のミトコンドリアや脂肪性顆粒（分泌顆粒
を含む）がみられる。腺細胞は自らが合成した分泌物を
貯蔵するクチクラ直下の表皮下域と呼ばれる腔所に向
かって微絨毛を発達させる。表皮下域に貯蔵された分泌
物は、腹板クチクラ内の分泌導管や繊維状物質を含む構
造体を介して体外へと放出される。一方、腹板刺毛につ
いては、それをもつ種が限られていることもあり、これ
までにその微細構造の観察例はなく、腹板刺毛が体内に
おいてどのような構造体と連続しているのかは未知であ
る。そのため、腹板刺毛が本当に分泌性の機能を果たし
得るのかについても疑問があった。そこで本研究では、
雄の腹部腹板に多数の腹板刺毛をもつマメハナアザミウ
マMegalurothripsdistalis（Karny）を材料として、腹板刺
毛の表面構造及び内部構造、そして体内で腹板刺毛と連
続する構造体の微細構造を走査型電子顕微鏡及び透過型
電子顕微鏡を用いて観察・記載した。

本研究で材料として用いたマメハナアザミウマは、福
島県（福島大学キャンパス内、大玉村フォレストパーク
あだたら付近）及び茨城県（つくば市内）のハギ類の
花、ムラサキツメクサの花から採集した。採集した成虫
をKarnovsky固定液で固定し、脱水後にt-ブタノールで
置換し、凍結乾燥装置（JFD-３００,JEOL）で乾燥させた。
そしてファイン・コーター（JFC-１２００,JEOL）による蒸
着後、走査型電子顕微鏡（TM-１０００,日立ハイテク）で
観察した。また、頭部と胸部を除去した成虫を
Karnovsky固定液と１％四酸化オスミウムで二重固定

し、脱水後にエポキシ系樹脂に包埋した。この試料を約
１００nmの厚さの超薄切片とし、電子染色後、透過型電子
顕微鏡（JEM-１０１０,JEOL）で観察した。

マメハナアザミウマ雄の腹板刺毛は、腹部第２～８節
腹 板 に 存 在 す る（Fig.１A）（Sakimura,１９７２;Palmer,
１９８７）。長さは１８～２３µmで、表面に多数の縦溝をもち
（Fig.１B）、一個体あたり平均約２９０本（N=３９）が認めら
れた。腹部一体節あたりの本数にはかなりのばらつきが
みられるが（１２～７９本）、平均約４１本（N=３９）が認め
られた。一本の腹板刺毛には、その基部の腹板クチクラ
直下に分泌物を貯蔵すると思われる低電子密度の腔所が
存在し（ScSinFig.２A）、その腔所は腹板刺毛内部と連
続していた。そして、その腔所に向かって微絨毛を発達
させる腺細胞が必ず一つ存在することが明らかとなった
（Fig.２A）。一本の腹板刺毛に伴う腺細胞は単核で、その
細胞質内には大量のミトコンドリアと脂肪性顆粒が認め
られたが、その他の細胞小器官は観察されなかった
（Fig.２A）。また、腹板刺毛の先端部、そのクチクラ内、
腹板刺毛基部の腹板クチクラ内には、分泌物の体外への
放出に関わる構造体を見出すことができなかった。
マメハナアザミウマ雄の腹板刺毛と連続する腺細胞

（刺毛腺細胞）には、細胞質内に大量のミトコンドリア
や脂肪性顆粒を含むこと、クチクラ直下に存在する分泌
物を貯蔵する腔所に向かって微絨毛を発達させることな
ど、穿孔亜目アザミウマ科雄の腹板腺と共通する微細構
造的特徴が認められた。したがって、腹板刺毛も腹板腺
と同様に分泌性の機能を果たしている可能性が高いもの
と思われる。ただし、上述したように、本研究では腹板
クチクラ直下の腔所に貯蔵された物質をどこから、どの
ようにして体外へ放出するのかを明らかにすることがで
きなかった。今後は分泌物の放出に関わる構造体を見出
すことが必要である。
ところで、アザミウマ類の多くの雌雄は、腹部各節の
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腹板後縁部に腹板後縁刺毛と呼ばれる刺毛をもつ。マメ
ハナアザミウマの雌雄にも腹板刺毛に形態は似ているも
のの、それよりも長い３対６本の腹板後縁刺毛が存在す
る（arrowheadsinFig.１A）。マメハナアザミウマの腹板
後縁刺毛は、表面に縦溝をもつなど、表面の微細構造は
腹板刺毛と類似していた。しかしながら、長さが雄で３５
～４０µm、雌で４５～５０µmと腹板刺毛のそれよりも長
く、雌雄ともに刺毛基部の腹板クチクラ直下には神経繊
維の樹状突起が存在することが明らかになった（DSN
inFig.２B）。したがって、腹板後縁刺毛は雄の腹板刺毛
とは異なり、機械感覚受容器であることが明らかであ
る。
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Figs.１,２ UltrastructuresofthesternalsetaeofthemaleMegalurothripsdistalis.
Fig.１ SEMsofsternalsetae.A.Numeroussternaldiscalsetaeandsixposteromarginalsetae(arrowheads)oneachsternite(anteriortothe

top).B.Enlargementofthesternaldiscalsetae(anteriortotheleft).Scales=A:５０µm;B:５µm.
Fig.２ TEMsofsternalsetae.A.Sagittalsectionofthesecretorycellwithasternaldiscalseta(anteriortotheleft).Anarrowshowstheposition

ofthesternaldiscalseta(notshowninthissection).Asterisksshowthelipiddroplets.B.Sagittalsectionofthebaseofthemale
posteromarginalseta(anteriortotheright).Scales=１µm.

Cu:cuticle,DSN:dendriteofsensoryneuron,Ep:epidermis,Mt:mitochondria,Mv:microvilli,PmS:posteromarginalseta,RLC:receptorlymph
cavity,SC:secretorycell,ScS:subcuticularspace,ToC:tormogencell,Tr:trachea,TrC:trichogencell.


